有機元素微量分析法に関する研究 主として有機酸素サブマイクロ定量法について by 吉川, 敬吉











学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
研 究 科 ･専 攻
学位 論文題 目
吉 川 敬 吉)
よし かわ けい きち
農 学 博 士
農 博 第 5 1 号
昭 和 40 年 3 月 23 日
学 位 規 則 第 5 条 第 1 項 該 当




論文 調査 委員 教 授 三 井 哲 夫 教 授 中 島 稔 教 授
論 文 内 容 の 要 旨
有機化合物を構成している諸元素を定量する技法すなわち有機元素分析法では, 試料の量が 3 - 6 m g




有機酸素の定量において, これをサブマイクロ化する場合, 新しい原理に立脚 した方法を開発する必要
がある0 本サブマイクロ法は 300- 500 Figの物質を試料とするものであって, これを塩化第二水銀ととも
に高融点ガラス製の細管内にそう入し, 管内を真空にしたのち封じ, この封管を適温に加熱することによ
って, 試料中の酸素を定量的に炭素化合物 (一酸化炭素および二酸化炭素) に変化せしめる｡ 反応終了
級, 塩化第二水銀溶液中で管端を折 り, 副生成物である塩化水素をこの溶液に吸収させて, 管内に残存す
る一酸化炭素と二酸化炭素との合計の体積を記録し, つぎに管内をカセイカリ液で置換して二酸化炭素を
吸収除去し, 残存する一酸化炭素の体積を記録する｡ 管内を洗浄乾燥後, 両気体の体積を水銀置換法によ
って精密に測定して, 試料中の酸素の量を算出する｡
本法の基礎をなす塩化第二水銀と試料との反応の機構を明らかにするために, この反応によって生成す
るガス体の組成をガスクロマ Tlグラフ法を応用して検索し, 試料中の酸素はすべて C 0 2 と C O との混合
物となることを知り, その結果に基づいて反応式を提出した｡
元素分析用の試薬の一つとして, 従来ハロゲンおよびイオウ酸化物の吸収剤としては線状銀や粒状銀が
もちいられていたが, これら試薬について研究した結果, このような銀製剤は二酸化イオウを全 く吸収せ
ず, 炭水素分析において二酸化イオウが生成するような条件では誤差を生ずることが明らかとなった｡ そ











化することについて検討を加えた結果, 原理的に無理があることを知り, - 新方法の研究に着手して, 壁
気を遮断した小封管内で反応と測定の両操作を行なわせる方法を案出した｡ この手法は超微量法という点
の他に, 特殊な機器を必要としないこともその特長の一つということができる0
本法はまた今後その拡大応用の面も開けてくることが予想される｡
有機元素分析の進歩には, もちいる試薬の研究も重要な問題の一つである｡ 本論文の著者はハロゲン,
イオウ酸化物の吸収にもちいる新しい試薬の製造およびその性能を研究 して, すぐれた試薬の調製に成功
した｡ また有機水銀化合物中の水銀の微量定量分析法について研究し, 粒状銀をもちいる新しい方法を考
案した｡ この方法は精度が高いこと, および一般の元素分析装置がそのままもちいられることなどの利点
があり, 常用分析法として価値が高いものということができる｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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